
157

は
じ
め
に

　
小
論
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
上
海
へ
四
回
に
わ
た
り
来
航
し
た
日

本
の
使
節
団
お
よ
び
長
崎
奉
行
か
ら
の
書
簡
に
対
し
、
上
海
道
台 
 

が

朝
貢
・
互
市
体
制
と
条
約
体
制
と
を
並
存
さ
せ
る
清
朝
外
交
体
制
の

も
と
で
、
日
本
の
位
置
づ
け
を
「
互
市
国
」
か
ら
「
無
条
約
上
海
通

商
国
」、
さ
ら
に
は
「
章
程
国
」
へ
転
換
し
て
い
っ
た
経
緯
を
明
ら
か

に
し
た
い
。
な
お
、
紙
幅
の
関
係
で
日
本
使
節
団
の
構
成
、
派
遣
の

過
程
、
上
海
で
の
活
動
な
ど
の
具
体
的
内
容
は
諸
先
行
研
究 
 

に
譲
る
。

（
１
）

（
２
）

一
　
一
八
六
〇
年
代
に
お
け
る 

　
　
清
朝
の
外
交
体
制

　
南
京
条
約
以
前
の
清
朝
の
対
外
関
係
は
礼
部
に
よ
る
朝
貢
国
と
互

市
国
（
朝
貢
国
以
外
の
国
）
と
の
関
係
を
維
持
し
て
い
た
と
同
時
に
、

理
藩
院
を
通
じ
て
蒙
古
、
新
疆
、
チ
ベ
ッ
ト
、
中
央
ア
ジ
ア
地
域
と

の
関
係
を
強
化
し
て
い
た
。
日
本
は
互
市
国
に
属
さ
れ
て
い
た
が
、

鎖
国
政
策
を
実
施
し
た
あ
と
、
互
市
と
い
い
な
が
ら
清
国
商
人
が
長

崎
で
一
方
的
な
貿
易
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
南
京
条
約
以
後
、
五
港
が
開
放
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
広
州
の
み
で
互

市
が
許
可
さ
れ
て
い
た
イ
ギ
リ
ス
な
ど
は
五
つ
の
条
約
港
で
通
商
で

【
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き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
後
の
天
津
条
約
（
一
八
五
八
年
）
と
北

京
条
約
（
一
八
六
〇
年
）
に
よ
っ
て
、
西
洋
の
条
約
体
制
が
清
朝
に

導
入
さ
れ
た
。
清
朝
政
府
は
総
理
各
国
事
務
衙
門
（
以
下
、
総
理
衙

門
と
略
す
）
を
新
設
し
、
欧
米
列
強
国
と
の
外
交
を
条
約
体
制
に
し

た
が
っ
て
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。
北
京
条
約
の
相
手
国
で
あ
っ
た
英
、

仏
、
露
、
米
は
条
約
港
で
通
商
を
行
う
以
外
に
、
北
京
に
公
使
を
駐

在
す
る
政
治
的
特
権
を
有
し
た
。
こ
の
四
つ
の
条
約
国
に
対
し
、
ほ

か
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
各
条
約
港
で
の
通
商
が
認
可
さ
れ
た
が
、

政
治
的
特
権
を
得
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
無
条
約
通
商
国
で
あ
る
。
総

理
衙
門
は
こ
れ
ら
の
無
条
約
通
商
国
に
対
し
可
能
な
限
り
条
約
締
結

を
避
け
、
条
約
国
を
増
や
さ
な
い
方
針
を
取
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

実
際
に
は
、
無
条
約
通
商
国
が
条
約
国
の
仲
介
に
よ
っ
て
次
々
に
条

約
国
と
な
っ
て
い
っ
た 
 

。

　
し
か
し
な
が
ら
清
朝
政
府
は
、
西
洋
諸
国
に
対
す
る
条
約
体
制
に

対
応
す
る
と
同
時
に
、
東
ア
ジ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
に
対
し
て
は

従
来
の
朝
貢
・
互
市
体
制
は
維
持
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
（
表

１
）。

（
３
）

表１　１８６０年代における清朝の外交体制

国・地域機　　関外交体制

朝鮮、琉球、安南（ベトナム）、暹羅（タイ）、南
掌（ラオス）、緬甸（ビルマ）、蘇禄（フィリピン）

朝貢国
礼部

朝貢・
互市体制

日本、南洋諸国互市国

蒙古、新疆、チベット、ネパール、中央アジア藩部
理藩院
（１６３８年設立）

英、仏、米、露条約国
総理衙門
（１８６１年設立）

条約体制 条約国以外のヨーロッパ諸国（相次ぎ条約国に
なる）

無条約通商国

〈筆者作成〉
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二
　
日
本
使
節
団
の
上
海
来
航
に
対
す
る 

　
　
上
海
道
台
の
対
応

　
一
八
六
〇
年
代
に
日
本
使
節
の
上
海
来
航
は
合
わ
せ
て
四
回
で

あ
っ
た
（
表
２
）。
日
本
の
上
海
来
航
に
よ
っ
て
上
海
道
台
は
新
し

い
外
交
問
題
、
す
な
わ
ち
、
従
来
の
外
交
体
制
の
も
と
で
日
本
を
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
と
な
っ
た
。

（
１
）　
第
一
回
の
上
海
来
航
─
千
歳
丸
の
場
合
─

　
一
八
六
二
年
六
月
に
上
海
に
来
航
し
た
千
歳
丸
の
最
初
の
目
的
は
、

持
っ
て
き
た
海
産
物
を
オ
ラ
ン
ダ
商
品
と
し
て
通
関
し
上
海
で
の
販

売
許
可
を
得
る
こ
と
で
あ
っ
た 
 

。
当
時
の
道
台
を
務
め
た
呉
煦
は
清

国
銅
商
の
日
本
で
の
銅
購
入
の
事
実
を
踏
ま
え
、「
天
朝
が
遠
人
を

懐
柔
す
る
意
」
を
示
し
一
回
限
り
の
貿
易
を
許
可
し
た 
 

。
こ
の
時
点

で
は
呉
煦
は
従
来
の
日
清
互
市
関
係
に
基
づ
き
、
日
本
の
要
請
に
応

じ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
太
平
天
国
の
影
響
で
売
れ
行
き
は
予
想
以
上
に
不
調
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
日
本
側
は
、
今
回
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、
今

後
は
他
の
無
条
約
通
商
国
と
同
様
に
上
海
で
の
通
商
を
認
め
る
よ
う

要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
呉
煦
は
他
の
西
洋
国
の
よ
う
に
広
州

（
４
）

（
５
）

表２　１８６０年代に上海に来航した日本使節団一覧表

道台の
訪問

上海
道台

特　徴派遣目的使節団の構成
上海滞在期間
（西暦）

回数・
船名

有呉煦オランダ商品
としての通関

①海外貿易の試行
②上海通商の打診

御勘定根立助七郎
以下日本人５０名

１８６２年
６／３～７／３１

第一回
千歳丸

有応宝時
（代理）

「日本番号」で
の通関

①海上訓練
②海産物の販売

箱館奉行支配調役
並山口鍚次郎以下
５０余人

１８６４年
３／２８～５／１４

第二回
健順丸

有丁日昌第二次長州戦
争の導火線

①長州藩の藩船売
却の調査
②通商条約締結の
予備調査

外国奉行支配調役
石井岩司以下２名

１８６５年
４／２０～４／３０

第三回
北京号

無応宝時①藩主による
海外派遣
②南京見学

学科・火術の修業
（一般視察・貿易
通商）

浜松藩井内河内守
家来名倉予何人以
下８名

１８６７年
２／１９～５／５

第四回
ガンジ
ス号

注：第４回使節団は、３／１７～３／２８の間、南京に滞在。 〈筆者作成〉
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通
商
の
経
歴
を
持
っ
て
い
な
い
と
い
う
理
由
で
日
本
側
の
要
請
を
拒

否
し
た
。

　
一
方
、
彼
は
上
海
で
十
数
カ
国
が
貿
易
を
行
っ
て
い
る
の
で
、
日

本
の
商
船
は
西
洋
の
無
条
約
国
の
章
程
を
参
考
に
し
、
上
海
の
み
で
の

通
商
な
ら
可
能
で
あ
ろ
う
と
上
司
に
意
見
を
求
め
た  
 

。
こ
こ
で
は
呉

煦
は
日
本
を
無
条
約
通
商
国
に
準
じ
て
対
応
し
よ
う
と
考
え
て
い
た
。

　
総
理
衙
門
が
ま
だ
明
確
な
指
示
を
出
し
て
い
な
い
う
ち
に
、
千
歳

丸
は
帰
国
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
使
節
団
は
も
し
総
理
衙
門
が
通
商

を
拒
否
し
た
場
合
、
後
日
、
幕
府
は
改
め
て
公
使
を
派
遣
し
交
渉
す

る
と
い
う
伝
言
を
残
し
た
ま
ま
上
海
を
立
っ
た
。

　
そ
の
後
、
清
国
側
で
は
通
商
の
許
可
に
つ
い
て
、
意
見
の
対
立
が

見
ら
れ
た
。
呉
煦
は
「
日
本
側
は
通
商
だ
け
を
求
め
て
お
り
、
し
か

も
上
海
の
み
に
限
定
し
て
い
る
だ
け
で
、
他
に
希
望
は
な
い
。
ま
た

悪
巧
み
も
な
い
の
で
、
要
請
は
許
可
す
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張
し
た 
 

。

ま
た
、
上
海
で
の
通
商
方
法
に
つ
い
て
は
「
通
関
手
続
き
は
西
洋
無

条
約
通
商
国
の
例
に
倣
っ
て
一
律
に
行
う
。
な
ら
び
に
役
人
の
設
置

を
許
可
し
、
部
屋
を
貸
し
滞
在
さ
せ
、
日
本
の
通
商
事
務
を
管
理
さ

せ
る
。
他
の
東
洋
諸
国
に
は
日
本
を
例
に
は
さ
せ
な
い
。
ま
た
役
人

に
は
日
本
商
人
に
勝
手
に
別
の
港
口
で
貿
易
さ
せ
な
い
こ
と
を
約
束

さ
せ
る
。
こ
の
よ
う
に
制
限
が
あ
る
こ
と
を
示
せ
。
そ
う
す
れ
ば
特

（
６
）

（
７
）

に
弊
害
は
生
じ
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
具
体
案
を
提
示
し
た  
 

。
つ

ま
り
、
上
海
通
商
に
限
っ
て
呉
煦
は
日
本
を
無
条
約
通
商
国
と
同
様

に
位
置
づ
け
た
の
で
あ
る
。

　
呉
煦
の
提
案
に
対
し
て
、
当
時
江
蘇
巡
撫
を
務
め
た
李
鴻
章
と
総

理
衙
門
は
で
き
る
だ
け
こ
れ
ま
で
の
互
市
関
係
を
維
持
す
べ
き
と
考

え
、
上
海
通
商
に
は
難
色
を
示
し
た
。

　
そ
の
後
、
新
任
の
上
海
道
台
の
黄
芳
は
日
本
と
の
通
商
に
つ
い
て

「
前
任
の
呉
道
台
の
提
案
に
従
い
、
西
洋
無
条
約
通
商
国
の
例
に

倣
っ
て
上
海
の
み
で
通
商
さ
せ
、
役
所
を
設
立
さ
せ
、
日
本
の
商
務

を
処
理
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
日
本
側
に
他
の
港
口
で
の
貿
易
は
許
可

し
な
い
点
を
説
明
し
、
制
限
が
あ
る
こ
と
を
示
す
必
要
が
あ
る 
 

」
と

い
う
よ
う
に
呉
煦
と
同
じ
意
見
を
示
し
て
い
た
。
日
本
を
無
条
約
上

海
通
商
国
に
位
置
づ
け
つ
つ
も
、
そ
の
通
商
条
件
を
制
限
す
べ
き
と

主
張
し
て
い
た
。

　
こ
う
し
て
呉
煦
と
黄
芳
は
日
清
両
国
間
で
す
で
に
存
在
し
て
い
た

長
崎
貿
易
の
関
係
に
着
目
し
、
日
本
の
位
置
づ
け
を
互
市
国
か
ら
無

条
約
通
商
国
に
切
り
替
え
よ
う
と
し
た
。
一
方
、
通
商
を
上
海
に
限

定
し
、「
無
条
約
上
海
通
商
国
」
と
い
う
新
た
な
位
置
づ
け
を
設
定

し
た
。
こ
れ
は
欧
米
諸
国
と
区
別
す
る
ほ
か
に
、
通
商
を
希
望
す
る

日
本
に
対
し
て
主
導
権
を
握
ろ
う
と
し
て
の
対
応
策
で
あ
っ
た
。
結

（
８
）

（
９
）
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局
、
清
国
側
で
は
意
見
が
統
一
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
２
）　
第
二
回
の
上
海
来
航
─
健
順
丸
の
場
合
─

　
健
順
丸
は
一
八
六
四
年
三
月
末
に
上
海
に
到
着
し
、
代
理
道
台
の

応
宝
時
を
訪
問
し
た
際
、
通
商
な
ど
の
要
求
に
は
言
及
せ
ず
、
海
上

訓
練
の
傍
ら
で
海
産
物
を
販
売
し
た
い
と
言
っ
た
た
め
、
応
宝
時
は

健
順
丸
の
来
航
を
一
回
限
り
の
貿
易
と
理
解
し
た
。
彼
は
「
乾
隆
四

十
六
年
に
戸
部
が
刊
行
し
た
『
江
海
関
則
例 
 

』
で
東
洋
の
商
船
の
入

港
と
出
港
の
税
額
お
よ
び
商
人
の
取
引
に
関
す
る
条
文
が
あ
り
、
東

洋
の
商
船
が
上
海
で
貿
易
す
る
の
は
禁
止
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
と

の
通
商
は
西
洋
よ
り
早
い
」
と
述
べ
て 
 

、
両
国
の
貿
易
関
係
が
す
で

に
存
在
し
た
事
実
を
強
調
し
、「
日
本
番
号
」
で
通
関
の
手
続
き
を

済
ま
せ
た
。

　
乾
隆
年
間
の
則
例
を
取
り
上
げ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
と
の
貿
易
は
一
方
的
で
、
日
本
側
が
来
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と

い
う
清
国
側
の
原
則
は
崩
れ
た
。
そ
し
て
、
前
回
の
千
歳
丸
と
異
な

り
、
今
回
は
「
日
本
番
号
」
で
欧
米
諸
国
と
同
様
に
通
関
を
さ
せ
た
。

応
宝
時
か
ら
見
れ
ば
こ
れ
は
単
に
乾
隆
年
間
の
日
清
間
の
互
市
関
係

を
一
回
復
元
し
た
だ
け
の
こ
と
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
結
果
か

ら
見
れ
ば
、
日
本
を
「
無
条
約
上
海
通
商
国
」
と
し
て
扱
っ
た
こ
と

（
　
）
１０

（
　
）
１１

に
な
る
。

（
３
）　
第
三
回
の
上
海
来
航
─
北
京
号
の
場
合

　
一
八
六
五
年
に
長
州
藩
が
上
海
で
藩
船
を
売
却
し
新
式
武
器
を
購

入
し
た
件
を
調
査
す
る
た
め
、
幕
府
は
役
人
を
三
人
上
海
へ
派
遣
し

た
。
彼
ら
は
北
京
号
に
搭
乗
し
四
月
に
上
海
に
到
着
し
、
そ
の
後
オ

ラ
ン
ダ
領
事
館
と
ア
メ
リ
カ
領
事
館
で
聴
取
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、

調
査
の
傍
ら
に
使
節
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
で
日
清
通
商
条
約
締
結

の
予
備
調
査
も
行
っ
た 
 

。

　
上
海
に
来
航
し
た
三
人
は
、
道
台
丁
日
昌
を
表
敬
訪
問
し
た
が
、

直
接
通
商
な
ど
の
こ
と
に
は
触
れ
な
か
っ
た
た
め
、
丁
日
昌
の
通
商

に
つ
い
て
の
考
え
は
不
詳
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
丁
日
昌
は
上
海
で

発
行
さ
れ
た
新
聞
紙
な
ど
か
ら
日
本
に
関
す
る
情
報
を
得
て
、
比
較

的
早
い
段
階
か
ら
日
本
の
動
き
に
注
目
し
た
地
方
官
僚
の
一
人
で

あ
っ
た
。
彼
は
一
八
六
四
年
九
月
に
李
鴻
章
を
通
じ
て
総
理
衙
門
に

意
見
書
を
提
出
し
、
清
国
は
外
国
の
技
術
を
学
び
、
汽
船
・
洋
式
帆

船
を
購
入
、
運
用
す
る
よ
う
提
案
し
た
。
そ
の
中
で
日
本
の
こ
と
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
近
年
日
本
は
心
を
専
ら
に

し
、
志
を
致
し
、
船
を
購
入
し
、
機
械
を
造
り
、
幾
度
泰
西
の
精
能

に
も
及
ぶ
も
、
但
し
泰
西
の
熟
練
さ
に
は
如
か
ず 
 

」
と
。
す
な
わ
ち
、

（
　
）
１２

（
　
）
１３
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洋
務
運
動
が
始
ま
っ
た
頃
か
ら
清
朝
の
一
部
官
僚
は
日
本
に
対
し
て

徐
々
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

（
４
）　
第
四
回
の
上
海
来
航
─
ガ
ン
ジ
ス
号
の
場
合
─

　
こ
れ
ま
で
の
幕
府
の
派
遣
と
異
な
り
、
一
八
六
七
年
二
月
に
浜
松

藩
（
井
上
河
内
守
）
と
佐
倉
藩
（
堀
田
相
模
守
）
と
は
共
同
で
使
節
団

を
編
成
し
上
海
へ
派
遣
し
た
。
名
目
上
の
目
的
は
、
学
問
や
技
術
の

修
得
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
は
通
商
の
試
み
と
見
ら
れ
る
。
い
わ

ば
幕
府
派
遣
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
上
海
道
台
や
欧
米
国
の
領
事
館

へ
の
正
式
訪
問
を
し
て
お
ら
ず
、
民
間
貿
易
ル
ー
ト
を
模
索
し
た
点

か
ら
み
れ
ば
貴
重
な
体
験
を
し
た
と
い
え
よ
う
。

　
こ
れ
ま
で
、
上
海
来
航
の
幕
府
の
使
節
団
は
同
地
で
の
貿
易
な
ど

が
終
わ
り
次
第
直
ち
に
帰
国
し
、
上
海
以
外
の
と
こ
ろ
へ
は
足
を
延

ば
す
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
一
八
六
二
年
と
一
八
六
四
年
に
来

航
し
た
日
本
使
節
に
対
し
て
上
海
道
台
と
総
理
衙
門
は
日
本
側
が
上

海
以
外
の
条
約
港
に
も
舵
を
取
る
こ
と
を
心
配
し
、
そ
の
都
度
「
商

品
を
販
売
し
た
ら
直
ち
に
帰
国
す
る
こ
と
」「
長
江
の
沿
岸
に
入
る

こ
と
は
で
き
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
清
朝
の
方
針
を
強
調
し
た
の
で

あ
っ
た
。

　
残
っ
て
い
る
使
節
ら
の
日
記
か
ら
見
る
限
り
は
、
今
回
の
浜
松
・

佐
倉
両
藩
に
よ
る
使
節
団
は
上
海
滞
在
中
、
公
私
と
も
道
台
応
宝
時

と
の
交
際
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
部
下
の
要
請
に
応
じ
て
応
宝
時

は
非
公
式
に
官
船
を
出
し
て
随
行
者
を
同
行
さ
せ
、
無
料
で
日
本
人

一
行
を
南
京
見
学
へ
行
か
せ
た
の
で
あ
る  
 

。
こ
れ
ま
で
の
幕
府
派
遣

の
使
節
団
と
異
な
る
柔
軟
な
対
応
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
日
本
の
来
航
に
対
し
て
歴
代
の
上
海
道
台
は
そ
れ
ぞ
れ
の
対
応
策

を
模
索
し
て
い
た
。
一
応
形
式
上
で
は
、
日
本
を
互
市
国
か
ら
無
条

約
上
海
通
商
国
に
転
換
さ
せ
た
が
、
対
日
方
針
を
明
確
に
定
め
て
は

い
な
か
っ
た
。

三
　
長
崎
奉
行
の
書
簡
に
対
す
る
上
海
道
台
の
対
応

　
一
八
六
八
年
三
月
二
六
日
に
、
長
崎
奉
行
河
津
伊
豆
守
の
書
簡
が

イ
ギ
リ
ス
の
領
事
を
通
じ
道
台
応
宝
時
に
届
い
た
。

　
手
紙
に
は
「
現
在
、
貴
地
へ
赴
き
、
学
術
を
伝
習
し
た
り
商
業
を

営
ん
だ
り
、
居
留
し
た
い
と
い
う
要
請
が
出
て
い
る
の
で
、
今
後
、

こ
の
よ
う
な
人
物
が
貴
地
へ
行
っ
た
際
に
は
、
面
倒
を
見
て
ほ
し
い
。

し
か
し
勝
手
に
入
る
こ
と
を
恐
れ
る
た
め
、
旅
券
取
調
の
印
章
を
上

海
道
台
署
へ
呈
示
し
た
い
」
と
書
い
て
あ
る 
 

。
つ
ま
り
、
通
商
を
前

提
と
し
て
旅
券
の
印
章
を
上
海
道
台
へ
送
り
、
こ
れ
か
ら
上
海
に
長

期
滞
在
す
る
日
本
人
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
で
あ
っ
た
。

（
　
）
１４（

　
）
１５
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こ
れ
に
対
し
、
応
宝
時
は
「
も
し
中
国
に
滞
在
す
る
人
が
犯
罪
を

起
こ
し
た
場
合
、
ど
の
よ
う
に
処
置
す
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
書
簡

に
書
か
れ
て
い
な
い
」
と
い
う
よ
う
に
述
べ
た  
 

。
実
は
一
八
六
七
年

一
二
月
に
、
長
崎
奉
行
と
応
道
台
の
間
で
書
簡
が
交
わ
さ
れ
、
日
清

両
国
の
居
留
民
に
関
す
る
訴
訟
事
件
は
在
留
国
の
法
律
を
適
用
す
る

と
い
う
「
取
極
」
を
行
っ
た  
 

。
こ
の
関
係
で
、
応
宝
時
は
日
本
人
の

長
期
滞
在
に
よ
っ
て
上
海
で
混
乱
が
起
こ
る
場
合
、
そ
の
処
理
を
厄

介
に
思
っ
て
い
た
。

　
ま
た
、
応
宝
時
は
「
も
し
通
商
の
要
請
が
強
く
拒
否
さ
れ
た
場
合
、

日
本
人
は
必
ず
西
洋
諸
国
の
力
を
借
り
て
清
国
と
条
約
を
締
結
す

る
」
こ
と
に
な
る
と
心
配
し
た
。
そ
こ
で
彼
は
次
の
よ
う
な
提
案
を

出
し
て
い
る
。「
こ
こ
で
は
通
商
を
認
め
て
お
き
、
別
途
、
制
限
す

る
（
箝
制
）
章
程
を
議
定
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
こ
れ
だ
と
朝
廷
の
寛

大
な
意
を
示
し
な
が
ら
も
、
条
約
国
を
増
や
さ
な
く
て
済
む
」
と 
 

。

　
応
宝
時
は
長
期
滞
在
の
日
本
人
の
管
理
を
煩
わ
し
く
感
じ
る
一
方

で
、
日
本
側
の
要
請
を
拒
否
す
る
こ
と
で
条
約
締
結
を
迫
ら
れ
る
可

能
性
を
予
想
し
た
。
彼
は
条
約
国
を
増
や
さ
な
い
と
い
う
総
理
衙
門

の
方
針
を
守
り
な
が
ら
、「
章
程
」
と
い
う
新
た
な
枠
組
み
を
作
る

こ
と
に
よ
っ
て
日
本
を
牽
制
す
る
方
策
を
考
え
た
。
こ
の
時
点
に
お

い
て
中
英
天
津
条
約
は
一
〇
年
目
を
迎
え
て
改
正
案
の
準
備
段
階
に

（
　
）
１６

（
　
）
１７

（
　
）
１８

入
り
、
条
約
内
容
の
利
害
関
係
に
関
し
て
、
応
宝
時
は
以
前
よ
り
よ

く
理
解
で
き
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
無
条
約
通
商
国
は
相
次

い
で
条
約
国
と
な
っ
て
い
た
の
で
、
そ
こ
で
日
清
間
で
西
洋
諸
国
の

条
約
と
異
な
る
章
程
を
作
成
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
総
理
衙
門
は
ま
ず
通
商
に
つ
い
て
は
「
も
し
日
本
商
船
が

上
海
の
み
で
貿
易
を
し
、
長
江
に
入
ら
ず
、
ほ
か
の
条
約
港
に
も
野

望
を
持
た
な
い
な
ら
ば
、
前
例
が
あ
る
以
上
、
入
港
を
認
め
る
」
と

い
う
よ
う
に 
 

、
上
海
の
み
の
貿
易
を
認
め
る
姿
勢
を
示
し
た
。
ま
た
、

「
章
程
」
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
示
を
し
た 
 

。

　
応
宝
時
は
そ
の
後
、
五
口
通
商
大
臣
を
務
め
て
い
た
曾
国
藩
や
総

理
衙
門
と
の
間
で
章
程
の
内
容
に
つ
い
て
何
度
も
意
見
を
交
わ
し
た
。

こ
う
し
て
準
備
を
し
て
い
た
な
か
で
、
日
本
で
は
明
治
維
新
が
起

こ
っ
た
。
幕
府
と
上
海
道
台
と
の
上
海
通
商
に
つ
い
て
の
交
渉
は
こ

れ
で
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
一
八
六
八
年
の
長
崎
奉
行
書
簡
に
対
し
て
、
上
海
道
台
か
ら
総
理

衙
門
ま
で
が
上
海
通
商
許
可
の
態
度
を
示
し
た
が
、
条
約
国
に
は
さ

せ
な
い
日
本
に
対
し
て
は
「
制
限
」
可
能
な
「
章
程
」
を
結
ぶ
方
針

が
固
定
さ
れ
た
。

（
　
）
１９

（
　
）
２０
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小
　
　
　
括

　
小
論
で
は
、
一
八
六
〇
年
代
に
お
け
る
上
海
道
台
の
日
本
認
識
に

焦
点
を
あ
て
、
日
本
を
朝
貢
体
制
の
「
互
市
国
」
か
ら
条
約
体
制
の

「
無
条
約
上
海
通
商
国
」
に
、
さ
ら
に
「
章
程
国
」
に
位
置
づ
け
る
と

い
う
対
日
政
策
の
変
化
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
一
八
七
一
年
に
日
清
修
好
条
規
を
締
結
し
た
際
、
清
朝
側
の
主
張

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
清
朝
と
西
洋
列
強
国
と
の
間
で
結
ば
れ
た
諸

「
条
約
」
と
区
別
す
る
た
め
に
、
西
洋
諸
国
に
与
え
た
「
最
恵
国
待

遇
」
を
条
文
に
入
れ
な
か
っ
た
ほ
か
に
「
条
規
」
と
い
う
称
呼
が
用

い
ら
れ
た
。
そ
れ
は
、
一
八
六
八
年
に
日
本
を
「
章
程
国
」
に
し
た

い
と
い
う
清
朝
側
の
意
図
と
大
き
な
関
連
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
日
本
の
位
置
づ
け
の
変
化
を
図
式
に
す
れ
ば
六
〇
年
代
の
「
互
市

国
」「
無
条
約
上
海
通
商
国
」「
章
程
国
」
か
ら
七
〇
年
代
の
「
条
規

国
」
と
い
う
流
れ
と
な
っ
た
が
、
清
朝
側
は
日
本
を
欧
米
諸
国
と
同

様
に
扱
う
こ
と
を
避
け
よ
う
と
し
た
と
同
時
に
、
日
本
に
対
し
て
主

導
権
を
握
ろ
う
と
図
っ
て
い
た
。
近
代
の
日
清
関
係
は
こ
う
い
っ
た

経
緯
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。

（
１
）　
清
朝
の
道
は
布
政
司
と
按
察
司
の
出
先
機
関
で
、
主
な
業
務
内

容
は
管
内
各
府
県
の
行
政
を
監
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。
上
海
道
の

正
式
な
名
称
は
「
分
巡
蘇
松
太
兵
備
道
」
で
、
蘇
州
府
、
松
江
府
、

太
倉
州
地
域
の
政
務
を
監
察
す
る
。
雍
正
八
年
（
一
七
三
〇
年
）

か
ら
こ
の
機
関
は
ず
っ
と
上
海
に
駐
在
し
て
い
た
の
で
、
俗
に
上

海
道
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
道
の
長
を
務
め
る
役
人

は
道
員
と
呼
ば
れ
る
が
、
正
四
品
官
で
、
道
台
は
そ
の
尊
称
で
あ

る
。
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
、
上
海
の
開
港
に
従
っ
て
対
外
交
渉
が
多

く
な
っ
て
き
た
が
、
上
海
道
台
が
上
海
地
域
の
外
交
、
洋
務
、
海

関
な
ど
の
事
務
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
２
）　
上
海
道
台
や
幕
末
日
本
の
上
海
派
遣
に
関
す
る
研
究
は
数
多
い

が
、
一
八
六
〇
年
代
に
お
け
る
上
海
道
台
の
対
日
認
識
の
総
合
的

な
論
述
は
少
な
く
、
梁
元
生
『
上
海
道
台
研
究
─
転
変
社
会
中
之

聯
繋
人
物
　
一
八
四
三
～
一
八
九
〇
─
』（
陳
同
訳
、
上
海
古
籍

出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）
が
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
幕
末
日
本

の
上
海
派
遣
に
つ
い
て
は
、
宮
永
孝
『
高
杉
晋
作
の
上
海
報
告
』

（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
九
五
年
）
が
四
回
の
派
遣
に
つ
い
て
詳

し
く
分
析
し
て
い
る
。
中
国
語
で
書
か
れ
た
代
表
的
な
研
究
は
王

暁
秋
「
太
平
天
国
革
命
対
日
本
的
影
響
」（『
中
国
近
代
啓
示
録
』

北
京
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）、
馮
天
瑜
『「
千
歳
丸
」
上
海
行
─

日
本
人
一
八
六
二
年
的
中
国
観
察
─
』（
商
務
印
書
館
、
二
〇
〇

一
年
）
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
高
杉
晋
作
な
ど
の
派
遣
使
節

ら
の
日
記
に
基
づ
き
、
上
海
に
来
た
使
節
ら
に
よ
っ
て
太
平
天
国

に
関
す
る
情
報
や
上
海
の
実
態
が
日
本
へ
伝
え
ら
れ
、
そ
れ
が
日

本
人
の
中
国
観
を
転
換
さ
せ
る
契
機
と
な
り
、
日
本
の
近
代
化
に

影
響
を
与
え
た
と
い
う
観
点
に
立
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
八
六
二
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年
と
一
八
六
七
年
に
使
節
と
し
て
二
回
も
上
海
に
来
た
名
倉
予
何

人
が
残
し
た
中
国
人
と
の
筆
談
録
を
利
用
し
て
日
清
提
携
の
側
面

を
論
じ
た
論
文
と
し
て
森
田
吉
彦
「
兵
学
者
名
倉
信
敦
の
幕
末
海

外
見
聞
」（『
帝
京
大
学
文
学
部
紀
要
日
本
文
化
学
』
第
四
○
号
、

二
〇
〇
九
年
三
月
）
が
参
照
で
き
る
。
そ
し
て
、
閻
立
「
一
八
六

七
年
に
お
け
る
浜
松
・
佐
倉
藩
士
の
上
海
視
察
」（『
大
阪
経
大
論

集
』
第
六
一
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）
で
は
、
日
本
使
節
団

の
南
京
見
学
の
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
清
朝
側
の
史

料
「
総
理
各
国
事
務
衙
門
清
檔
」（
台
湾
中
央
研
究
院
近
代
史
研

究
所
所
蔵
）
を
利
用
し
、
千
歳
丸
や
健
順
丸
の
上
海
派
遣
と
、
長

崎
奉
行
に
よ
る
書
簡
に
焦
点
を
あ
て
、
清
国
側
か
ら
見
た
幕
末
日

本
を
論
じ
た
研
究
は
、
川
島
真
「
江
戸
末
期
の
対
中
使
節
へ
の
新

視
角
─
総
理
衙
門
檔
案
か
ら
の
問
い
─
」（『
中
国
研
究
月
報
』
第

五
七
巻
五
号
、
二
〇
〇
三
年
五
月
）、
閻
立
『
清
末
中
国
の
対
日
政

策
と
日
本
語
認
識
』（
東
方
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）
第
二
章
が
参
照

で
き
る
。

（
３
）　
一
八
六
一
年
九
月
　
　
中
徳
（
プ
ロ
シ
ャ
）
通
商
条
約

一
八
六
二
年
八
月
　
　
中
葡
（
ポ
ル
ト
ガ
ル
）
和
好
貿
易
条
約

（
批
准
せ
ず
、
一
八
八
七
年
一
二
月
締
結
）

一
八
六
三
年
七
月
　
　
中
丹
（
デ
ン
マ
ー
ク
）
天
津
条
約

一
八
六
三
年
一
○
月
　
中
和
（
オ
ラ
ン
ダ
）
天
津
条
約

一
八
六
四
年
一
○
月
　
中
国
日
斯
巴
尼
亜
（
ス
ペ
イ
ン
）
和
好

貿
易
条
約

一
八
六
五
年
一
一
月
　
中
比
（
ベ
ル
ギ
ー
）
通
商
条
約

一
八
六
六
年
一
○
月
　
中
意
（
イ
タ
リ
ア
）
通
商
条
約

一
八
六
九
年
九
月
　
　
中
奥
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
通
商
条
約

（
４
）　
同
治
元
年
七
月
初
一
日
収
、
通
商
大
臣
薛
文
一
件
（
台
湾
中
央

研
究
院
近
代
史
研
究
所
所
蔵
「
総
理
各
国
事
務
衙
門
清
檔
・
無
約

国
案
（
日
本
）・
日
本
商
人
擬
来
滬
貿
易
事
」）（
以
下
省
略
）。

（
５
）　
同
治
元
年
七
月
初
一
日
収
、
通
商
大
臣
薛
文
一
件
。

（
６
）　
同
治
元
年
八
月
初
四
日
収
、
通
商
大
臣
薛
署
江
蘇
巡
撫
李
文
一

件
。

（
７
・
８
）　
同
治
元
年
閏
八
月
二
十
八
日
収
、
通
商
大
臣
薛
署
江
蘇
巡

撫
李
文
一
件
。

（
９
）　
同
治
元
年
十
一
月
十
九
日
収
、
通
商
大
臣
薛
署
江
蘇
巡
撫
李
文

一
件
。

（
　
）　『
清
史
稿
』
志
一
百
三
十
三
・
邦
交
六
・「
日
本
」
の
中
に
「
乾

１０
隆
四
十
六
年
、
戸
部
奏
請
頒
江
南
海
関
則
例
、
定
東
洋
商
船
出
口

貨
税
律
」（
乾
隆
四
十
六
年
に
、
戸
部
は
東
洋
商
船
の
輸
出
貨
物

の
税
金
を
定
め
た
た
め
、
江
南
海
関
則
例
を
頒
布
す
る
よ
う
に
上

奏
し
た
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
　
）　
同
治
三
年
四
月
初
十
日
収
、
上
海
通
商
大
臣
文
一
件
（
台
湾
中

１１
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
所
蔵
「
総
理
各
国
事
務
衙
門
清
檔
・
無

約
国
案
（
瑞
・
那
・
日
本
）・
瑞
・
那
・
日
本
国
来
華
請
求
設
領

通
商
事
」）。

（
　
）　
帰
国
後
幕
府
へ
提
出
し
た
「
中
国
貿
易
調
査
書
」
の
中
で
、
清

１２
国
と
条
約
締
結
に
つ
い
て
、「
但
一
隊
之
御
軍
艦
を
以
て
直
ニ
天

津
ニ
廻
り
、
各
国
同
様
条
約
御
取
結
相
成
、
上
海
江
者
御
国
商
船

も
御
差
遣
相
成
候
間
、
同
所
を
は
し
め
其
筋
之
官
員
被
差
置
、
居
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留
地
等
も
各
国
同
様
之
振
合
を
以
て
借
受
置
候
ハ
ハ
、
大
変
革
等

有
之
候
節
虚
隙
ニ
乗
し
意
外
之
御
得
算
も
可
有
之
候
へ
共
」
と
書

か
れ
て
い
た
。『
杉
浦
譲
全
集
　
第
一
巻
』
一
九
七
頁
、
杉
浦
譲

全
集
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
。

（
　
）　
中
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
『
海
防
檔
』
丙
、
機
器
局
一
、
五

１３
頁
、
同
治
三
年
五
月
六
日
、
一
九
五
七
年
。

（
　
）　
閻
立
「
一
八
六
七
年
に
お
け
る
浜
松
・
佐
倉
藩
士
の
上
海
視

１４
察
」（『
大
阪
経
大
論
集
』
第
六
一
巻
二
号
、
二
〇
一
〇
年
七
月
）

を
参
考
。

（
　
）　
同
治
七
年
三
月
初
三
日
収
、
上
海
通
商
大
臣
文
一
件
（
台
湾
中

１５
央
研
究
院
近
代
史
研
究
所
所
蔵
「
総
理
各
国
事
務
衙
門
清
檔
・
無

約
国
案
（
日
本
）・
日
本
請
求
通
商
貿
易
事
」）（
以
下
省
略
）。

（
　
）　
同
治
七
年
三
月
初
三
日
収
、
上
海
通
商
大
臣
文
一
件
。

１６
（
　
）　
明
治
二
年
十
月
長
崎
県
ヨ
リ
外
務
省
宛
「
日
支
間
ニ
於
テ
ハ
訴

１７
訟
事
件
ニ
対
シ
テ
ハ
在
留
国
ノ
法
律
ヲ
適
用
ス
ル
様
決
定
方
申
請

ノ
件
」（『
日
本
外
交
文
書
』
第
二
巻
第
三
冊
、
二
六
三
頁
）。

（
　
）　
同
治
七
年
三
月
初
三
日
収
、
上
海
通
商
大
臣
文
一
件
。

１８
（
　
・
　
）　
同
治
七
年
三
月
初
八
日
発
、
上
海
通
商
大
臣
文
一
件
。

１９

２０

（
え
ん
　
り
つ
・
大
阪
経
済
大
学
経
済
学
部
准
教
授
）


